
３７５

後藤 靖教授の略歴と著作目録

略　　　　　歴

１９２６年２月２２日

１９４３年３月

１９４５年１０月

１９４６年４月

１９４９年３月

１９４９年４月

１９５０年３月

１９５０年４月

１９５６年１０月

１９５６年１１月

１９６１年１０月

１９６２年４月

１９６４年１０月

１９６６年４月

１９６８年５月

１９６９年４月

１９７１年４月

１９７３年４月

１９７４年４月

１９７５年１月

１９７６年４月

１９７６年４月

１９７８年１月

佐賀県に生まれる

佐賀県佐賀商業学校卒

大分経済専門学校卒

京都大学経済学部入学

同上　卒

同上大学院（特別研究生）

同上　退学

京都大学助手（人文科学研究所勤務）

同上　退職

立命館大学助教授（経済学部）

立命館大学評議員（１９９０年７月まで）

同上　学生主事（～６４年３月まで）

同上　教授となり現在に至る

同上　学部主事

経済学博士（京都大学）

立命館大学二部協議会委員長（～１９７１年３月まで）

同上　大学協議員

同上　大学院委員

立命館大学人文科学研究所所長（１９７６年３月まで）

日本学術会議第十期会員（１９７７年１２月まで）

立命館大学教学担当常務理事（～１９７９年３月まで）

大学基準協会評議員（～１９８３年まで）

日本学術会議第十一期会員（１９８０年１２月まで）

　　　　　　　（８６３）



　３７６

１９８４年４月

１９８５年４月

　　立命館経済学（第３９巻 ・第５号）

立命館大学長期計画事業事務局長（１９８５年３月まで）

立命館大学図書館長（～８７年３月まで）

〔非常勤講師〕

　　京都大学人文科学研究所，同経済学部，神戸大学文学部，奈良女子大学文

　　学部，愛媛大学法文学部，熊本大学法文学部，同文学部，富山大学教育学

　　部，京都府立大学文学部，大阪市立大学法学部，同志杜大学文学部，同経

　　済学部，八幡大学法経学部

１９７５年６月～９月　 ソ連科学アカデミー交換研究員

１９７９年７月～８月　 ソ連科学アカデミー交換研究員

１９８７年９月～８８年１月　イギリス ・シ ェフィールド大学客員教授

研　究　業　績

〔著　　　■〕

晒陣機業の研究』（共著）

［但馬におげる大土地所有の研究』（単著）

［ドッ プの経済学』（共著）

『ドッ ブ・ 資本主義発展の研究』（共訳）

ｒ自由民権運動』（単著）

［米騒動の研究』，全五巻（共著）

『自由民権運動の展開』（単著）

丁士族反乱の研究』（単著）

ｒ般経済史要論』（単著）

『経済学の基礎』（共著）

［大正期の政治と経済』（共著）

腕治維新』（共著）

「日本の階級構成』（共著）

『自由民権』（単著）

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６４）

１９５０
．

１９５３
．

１９５３
．

１９５５
．

１９５８
．

１９５９～６１
．

１９６６
．

１９６７
．

１９６７
．

１９６８
．

１９６８
．

１９６９
．

１９７１
．

１９７２
．

有斐閣

京大人文

春秋杜

岩波書店

創元杜

有斐閣

有斐閣

青木書店

玄文杜

有斐閣

岩波書店

学生杜

岩波書店

中央公論杜
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『天皇制と民衆』（編著）

『日本経済史』（編著）

『日本資本主義発達史』（共著）

『天皇制形成期の民衆闘争』（単著）

『日本近代国家と民衆運動』（編薯）

『般径済史要綱』（単著）

『新経済学の基礎』（編著）

『現代日本杜会の構造と国際化』（共著）

『天皇制と代替り』（共著）

『西園寺公望伝』第一巻（共著）

『洛西探訪』（編著）

『日本帝国主義の経済政策』（編著）近刊

『明治政治史の諸問題』（編著）近刊

〔編集 ・解題〕

『自由党史』全四冊

『自由民権思想』（上）

『工場通覧』全八巻

中川小十郎『近代日本の政局と西園寺公望』

『昭和初期商工 ・産業政策資料』全七巻

『銀行会杜要録』全八巻

１９７６．　　東大出版

１９７７．　　有斐閣

１９７９．　　有斐閣

１９８０．　　青木書店

１９８０．　　有斐閣

１９８１．　　玄文杜

１９８４．　　有斐閣

１９８９．　　有斐閣

１９８９．　　加茂川出版

１９９０．　　岩波書店

１９９０．　　淡交杜

１９９１．　　柏書房

１９９１。　　吉川弘文館

１９５５．　　青木書店

１９５８．　　青木書店

１９８５．　　柏書房

１９８６．　　吉川弘文館

１９８８．　　柏書房

１９８９．　　柏書房

〔論　　　文〕

「穀物条例」，「航海条例」（岩波経済学辞典）　　　　　　　　　１９４９

「書評」河野健二著『絶対主義の構造』　　　　　　　　　　　　　１９５０ ．

「書評」堀江英一著『日本のマニュフアクチ ュア問題』　　　　　　１９５０ ．

「自由民権運動と諸階級」（のち歴史科学協議会編『民主主義運動　１９５１

　　史』所収）

「飯田事件」（のち明治史料連絡会編『自由民権運動』所収）　　　１９５２ ．

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６５）
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「士族民権の歴史的評価」（のち明治史料連絡会編『民権運動の展　 １９５３
．

　　開』所収）

「自由民権運動の経済的背景」　　　　　　　　　　　　　　　　 １９５４
．

「幕政改革」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９５４
．

「農民一撲論」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９５４
．

「農民民権の展開」（歴史学研究会大会報告『歴史と民衆』所収　　１９５５
．

「植木枝盛『立志杜始末記要』」上 ・中 ・下，校訂 ・解題　　　　　１９５６
．

「下伊那地租改正反対一撲」　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９５６
．

「自由民権運動と農民　撲」（のち坂根編『自由民権』所収）　　　 １９５７
．

「反民権論とその基盤」上 ・下（改稿して『士族反乱の研究』収　１９５７

　　録）

「初期民権論の展開」（著書ｒ自由民権運動の展開』収録）　　　　 １９５７
．

「近代杜会」（林屋辰ゴ郎編『日本史研究の課題』所収）　　　　　 １９５７
．

「自由党の危機」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １９５７
．

「土佐藩郷土制度の解体過程」上 ・下（著書『士族反乱の研究』　 １９５８
．

　　収録）

「飯田事件裁判記録」

「天保改革」（『明治維新研究史講座』所収，平凡杜）

「明治政権の成立」

「自由民権運動研究の課題」

「明治一七年の激化事件」（堀江 ・遠山編『自由民権期の研究』）

「西陣機業」（『日本産業史大系』第ハ巻所収）

「エソゲルスの『ドイツ戦争』の方法について」

「戦後の民権運動の研究について」

「自由民権運動におげる組織論」

「和歌山県地租改正一撲」

１９５８
．

１９５８
．

１９５９
．

１９５９
．

１９５９
．

１９６０
．

１９６０
．

１９６０
．

１９６０
．

１９６０
．

「士族反乱の構造的特徴」上 ・下（著書『士族反乱の研究』収録）１９６１
．

「憲法発布 ・教育勅語」（『近代日本のあゆみ』所収）　　　　　　１９６１

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６６）
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「愛国志林 ・愛国新誌について」

『大隈文書』第一巻について

「自由と民権の思想」（岩波 ・目本歴史，１３巻）

「豪農民権家の生誕」

「地租改正反対一撲について」

「民権運動の課題と方法」（著書『自由民権運動の展開』収録）

「自由民権運動と土地問題」上 ・下（著書『自由民権運動の展開』

　　収録）

「自由民権運動」（『日本歴史の問題点』所収）

「自由民権期研究の問題点」

「自由民権運動」（岩波経済学辞典）

「歴史学研究大会報告について」

「日本帝国主義の朝鮮支配」

「自由民権運動の開幕」

「明治二年の土佐藩政改革について」

「下山三郎『明治維新史研究史論』について」

「色川大吉『近代国家の出発』について」

「自由民権」（『明治維新』所収）

「自由民権運動」

「自由民権期の府県会闘争」上 ・下

「日本近代史分析の一視角」

「遠山茂樹『戦後歴史学の歴史意識』について」

「民衆論について」（岩波講座「哲学」所収）

「家禄処分と士族の動向」（『明治前期郷土史研究』所収）

「稲葉誠太郎『加波山事件関係資料』について」

「自由民権」（ｒ一九世紀』所収）

「近代天皇制論」（『講座 ・日本史』所収）

「自由民権運動」（フリタニカ大百科辞典）

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６７）

１９６１
．

１９６１
．

１９６２
．

１９６３
．

１９６４
．

１９６４
．

１９６４
．

１９６５
．

１９６５
．

１９６５
．

１９６５
．

１９６５
．

１９６６
．

１９６６
．

１９６７
．

１９６７
．

１９６７
．

１９６７
．

１９６８
．

１９６８
．

１９６８
．

１９６８
．

１９７０
．

１９７０
．

１９７１
．

１９７１
．

１９７２
．

３７９



　３８０　　　　　　　　　　立命館経済学（第３９巻 ・第５号）

「後藤象二郎」（同上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７２
．

「日本資本主義確立期の会杜役員」（資料集）　　　　　　　　　　１９７２

「自由民権期の交詞杜について」（著書『天皇制形成期の民衆闘　１９７３
．

　　争』収録）

「国家権力と生活防衛」（『日本生活文化史』第１０巻所収）

「自由民権の闘い」（『目本歴史』第１３巻所収）

「殖産輿業」（のち後藤靖監修『近代京都のあゆみ』所収）

「士族反乱と農民騒擾」（岩波講座『目本歴史』所収）

「立志杜と古勤王党」

１９７３
．

１９７３
．

１９７４
．

１９７５
．

１９７５
．

「征台論，西南戦争，皇室財産」（大石編『目本資本主義発達史』）１９７５

「日本資本主義確立期の資本の存在形態」１－７　　　　　　　　　１９７６－７８

「日本近代化と明治維新」　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７６
．

「大同団結について」（復刻「東雲新聞」）　　　　　　　　　　　１９７６
．

「自由民権期の交詞杜名簿」　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７７

「近代天皇制研究の動向」（『日本史文献』所収）　　　　　　　　　１９７８
．

「絶対主義，天皇制」（大月『経済学辞典』）　 ’　　　　　　　　１９７９
．

「天皇制国家と身分制について」　　　　　　　　　　　　　　　１９７９
．

「民選議院か民撰議院か」　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７９

「近代天皇制について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７９
．

「戦前と戦後の日本資本主義」　　　　　　　　　　　　　　　　１９８０

「晩年の板垣退助」（『歴史への招待』所収）　　　　　　　　　　１９８０

「色川大吉編『三多摩自由民権資料集』について」　　　　　　　１９８０

「地租改正と私的所有権の性格」　　　　　　　　　　　　　　　１９８０
．

「問題の所在一歴史学の立場から」　　　　　　　　　　　　　　１９８０

「自由民権研究の方法」（「書斎の窓」）　　　　　　　　　　　　　１９８１

「大槻弘『越目１１自由民権の研究』について」　　　　　　　　　　１９８１
．

「自由民権と天皇制」（ｒ自由民権百年の記録』所収）　　　　　　１９８２
．

「戸坂潤の日本 フアシズム論」　　　　　　　　　　　　　　　　１９８２ ．

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６８）



　　　　　　　　　　　後藤　靖教授の略歴と著作目録

「大学の教員体制」（目本学術会議編）

「『日本資本主義発達史講座』五十周年と自由民権百年」

「丹羽弘『地主制の形成』について」

「マルクス ・エンゲルスのポナバルティズム 論の展開←）」

「目本帝国主義の支配構造」

「副島種臣の外交活動」

「星埜淳『国家移行論の展開』について」

「日本資本主義確立期の資本家の存在形態」（資料）１－１３

「現代日本の支配構造」（第一回日 ・ソノノポノウム報告書）

「所有形態をめぐっ て」（「書斎の窓」）

「幼少年期の河上肇」（塩田庄兵衛編『河上肇』所収）

ｒ中思識の矛盾」（『講座日本歴史』第十三巻，所収）

「岐阜日々 能聞の帝国憲法論」

「日本資本主義確立期の華族財産について」

「新編 ・目本史について」

「１９８０年代の階級構成」１ ・２

「１９１０年代の株主層」

「帝国憲法の制定と世論」（遠山茂樹編『近代天皇制の成立』所

　　収）

「大同団結運動の論理」（岩井忠熊編『近代日本杜会と天皇制』）

「華族世襲財産の設定状況」

「帝国憲法の発布と京都の動向」

「自由民権派のフラノス革命観」

「自由民権運動」（高校 ・世界史通信）

３８１

１９８２
．

１９８２
．

１９８２
．

１９８３
．

１９８３
．

１９８３
．

１９８３
．

１９８３－８５
．

１９８３
．

１９８４

１９８４
．

１９８５
．

１９８５
．

１９８６
．

１９８６
．

１９８７
．

１９８７
．

１９８８
．

１９８８
．

１９８９
．

１９８９
．

１９９０
．

１９９０
．

〔書　　　評〕

西野辰吉「困民党」（京大 ・学園新聞１９５６．７ ．２１），東畑精一「日本資本主義

の形成者」（京都新聞１９６４．３ ．２３），「福島県史，近代資料」（日本読書新聞

　　　　　　　　　　　　　　　　（８６９）



　３８２　　　　　　　　　　立命館経済学（第３９巻 ・第５号）

１９６４．６ ．１５），松尾章一「自由民権の思想」（日本読書新聞１９６６．１ ．２４）
，

大久保利謙「明治維新と九州」（日本読書新聞１９７３　４　９），鹿野政直「目本

近代化の思想」（赤旗１９７３．１ ．２７），「片岡健吉日記」（図書新聞１９７４．６ ．

１５），村上重良「天皇の祭祀」（東思新聞１９７７　３　１９），中村哲「世界資本主

義と明治維新」（京都民報１９７８．５ ．２１），森長英三郎「裁判 ・自由民権」（赤

旗１９７９　１０　８），天野和夫「大学の周辺」（立命館，図書館たより１９８０　１０

６），色川大吉「自由民権」（週刊現代１９８１　６　４），藤井松一「近代天皇制

の成立と展開」（京都民報１９８２　１２　１９），藤谷俊雄「フア！スムと戦争の時

代」（京都民報１９８８）ほか
。

〔小文 ・随想 ・追悼〕

手島正毅教授の思い出（「経済」１９７０　１０），働きなから学ぶということ（立命

館二部機関誌１９７２　７　７），大正期研究の必要性（読冗新聞１９７２　５　９）
，

近代史にさぐる（信濃新聞１９７３．３ ．２７），自由民権百年（学生新聞１９７４．６ ．

５），対談民衆にとっ ての明治（「流動」１９７４．１ ．１），植木枝盛「民権自由

論」について（学生新聞１９７７．），杜会科学を学ぶ（学生新聞１９７８．６ ．１４） ，

平尾先生との出会い（土佐史談１９７９．２），新中間層の問題（朝日新聞１９７９
．

１１１７），若さの特権（「健康」１９８０　１０），対談目本の近代と自由民権（学生

新聞１９８１．１ ．１），自由民権百年（立命人文講座ニュース），年来のテーマの

完成にむけて（立命館学園広報１９６０　５　２０），辞典の意味（生協通信１９８０

４），足立教授の学問（立命館経済学），藤井松　先生の研究について（立命館

産杜論集１９８０），松井清先生の思い出（「遣蓬」１９８１　６），堀江英一氏の学問

と人（京大経済論叢１９８２　３ ，歴史学研究８２　５），私の好きな言葉（京都新

聞１９８２．８ ．１５），趣味をさがす（「健康」１９８３．２），書きたい本（出版 ニュ

ース１９８４　８），入試の問題点（Ｊ　Ｃ１９８２　９），図書館の意味と役割（立命館

図書館たより１９８５　５），武藤先生を偲ぶ（「回想の武藤守　」１９８６　９ ，法律

文化杜），図書館長の二年（立命館学園広報１９８７．４），シエフイー ルドの街角

から（立命館学園広報１９８７　１２），「歴史学研究」と私（復刻「歴史学研究」月

　　　　　　　　　　　　　　　　（８７０）



　　　　　　　　　　　後藤　靖教授の略歴と著作目録　　　　　　　　　　　３８３

報１９８７），楽不老（健康，１９８９　７），琵琶湖疏水記念館の開館（京都民報１９８９

７　３１），帝国憲法の発布と自由民権派（東夙大学新聞１９８９　６　２７）その他 。

〔辞　　　典〕

編集 ・執筆　日本近代史辞典　創元杜　１９５８

同　　　　　日本近現代史辞典　東洋経済新報杜　１９７８ ．

執筆　日本歴史大辞典（河出書房１９５５～），世界百科辞典（平凡杜１９６４～），日

本歴史大辞典（吉川弘文館１９７２～），ジャンル，ジャポ ニカ（小学館１９７２），万

有百科大辞典（小学館１９７３），経済学辞典（大月書店１９７９），日本洋学史辞典

（雄松堂１９８３），世界百科大辞典（平凡杜１９８４～）など 。

（８７１）




